
 

令和元年度の活動の振り返りについて 

 

１．横浜の交通を考えるシンポジウム II～これからの横浜の交通～ 

【目的】 

前年度に改定された横浜都市交通計画の改定のポイントを踏まえ、横浜市が市民や交通事業者と取

り組む各種施策や事業を市民に紹介するとともに、公共交通の利用促進に向けて取り組んでいる横浜

市交通政策推進協議会モビリティマネジメント推進部会の紹介や取り組んでいる活動を報告すること

を目的に開催しました。 

【実施概要】 

日 時：令和元年６月 29日（土）14：00～16：00 

会 場：波止場会館５階多目的ホール 

主 催：横浜市都市整備局都市交通課、 

横浜市交通政策推進協議会 モビリティマネジメント推進部会 

参加人数：約 80人 

 

 

 

２．鉄道駅におけるバス乗換案内の充実化 

【目的】 

 在住者、来街者ともにわかりやすい案内表示があることで、より公共交通の利便性が向上すること

が期待されるため、鉄道駅におけるバス乗換案内サインの調査を行い、改善に向けた検討を進めまし

た。 
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【概要】 

昨年度におこなったフィールドワークを踏まえ、駅ごとにおける「課題」と「改善方法」を整理し

ました。 

対象駅：東戸塚駅（JR）・上大岡駅（京浜急行、市営地下鉄）・関内駅（市営地下鉄）、中山駅

（JR、市営地下鉄）・二俣川駅（相模鉄道）・鶴ヶ峰駅（相模鉄道） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．横浜市内のバス停留所における『営業案内』標準化フォーマットの策定について 

【目的】 

 複数社のバス事業者が営業するバス停留所では、案内掲示は煩雑化し、場合によってはバス乗車に

あたって最低限必要な情報が省略されていることもあります。利用者にとって必要な案内を限られた

掲出スペースの中、どのように確保するべきかを検討しました。 

 

【概要】 

 昨年度に行ったサンプリングや、横浜市交通政策推進協議会 バス

交通部会へのアンケート結果も踏まえ、改善策を議論しました。また

議論にあたっては、市営バスが採用しているＭＣドゥコー社製 広告

付きバス停のサンプルとして「馬車道駅前」を視察しました。検討の

結果、QRコードによる情報案内をバス交通部会に提案しました。 

 

 

 

 



４．学校出前授業用ビデオ作成の検討について 

【目的】 

都市交通課では学校を訪問し、モビリティマネジメントをテーマとした出前授業を行っています

が、直接訪問できない場合の授業の実施の仕方として、ビデオの作成を検討します。 

【実施概要】 

 現在、実際に使用しているスライド資料を元にビデオを作成することとなるため、現在使用してい

るスライド資料について意見交換を行いました。 

 

 
 
 
   


